
年度 2009 学期 後期 曜日・校時  水 1 / 水 2       必修選択  必修 単位数  １ 

授業科目/(英語名)       ドイツ語 Ⅱ 
     （German  Ⅱ） 

対象年次  １年次 講義形態  演習 教室  

対象学生(クラス等)   水 1： K２5   水 2： F27・28 科目分類   外国語科目（ドイツ語） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員： 小川眞由美 /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：mayumi_o_k@ybb.ne.jp （送信時件名に「長大生」を明記のこと） /研究室：/TEL： 
/オフィスアワー： 各授業時前後 非常勤講師控室にて 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
授業のねらい： 

新しい外国語を知り、英語圏以外の文化に触れる。 
         ドイツ語の論理性に着目し、言葉全体を考えることにつながるようなドイツ語学習。 
授業方法： 
         テキストに沿って文法説明・練習問題など。 
 
授業到達目標： 
         発音ができる。初級文法を理解する。初級のドイツ語表現ができる。 
 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)
授業内容（概要） 

      毎回出席をとるときに返事をするだけでなく、問題に答えるあるいは自分から質問するなど                 
     一人一人の参加で成立する授業。 
 
 
 
第１回    ドイツ語の歌 
第２回    比較表現 
第３回    再帰動詞 
第４回    不定詞 非人称 
第５回    動詞の三基本形 
第６回    過去 
第７回    現在完了 
第８回     同上 
第９回    受動態  
第１０回    同上 
第１１回   映画鑑賞 
第１２回   関係代名詞 
第１３回     同上 
第１４回   後期の復習 
第１５回   まとめと試験 
 

キーワード  
教科書・教材・参考書 
 
 
 

 
 教科書 K25 クラス： 前田・高木著 「身につくドイツ文法 Ver.2」 （郁文堂） 
       F27・28 クラス ：ガートゲ・香月・小阪・下敷領著 「改訂ドイツ文法の森」（第三書房） 
 

成績評価の方法・基
準等 

 
 定期試験  ７０％ 
 授業への参加状況  ３０％ を基本に総合的に評価する。 
 
 

受講要件(履修条件)  
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


